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【アウトカム】　等

Ⅱ　公共事業評価経過

（１）事業実績及び今後の計画

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

（２）進捗状況

(2017)

取 組 の 項 目 取 組 内 容

8% 2,610

測量設計費 地すべり調査・設計､道路設計等 88% 191

交通事故減少便益 120

走行経費減少便益 287 維持管理費 84

走行時間短縮便益 4,574 事業費 3,996

項 目 R2現在

用地補償費 立木補償、用地買収 74% 1,757

事 業 内 容

４．関連する事業

H28 H29

前回評価

(2016) (2017) (2022)

654 1,595 35%
(2020) (2024)

今回評価
R2 R6

4

事

業

費

総事業費(a)事業採択 着手

H29
4,558

進捗率(b)/(a)

1,114
事前評価
又は当初

事業目的・目標

●広域ネットワークを構成する深川留萌自動車道留萌ＩＣ（令
和2年3月開通）、公的施設、及び医療施設などへのアクセス
の効率化を図る。
●交通不能区間に新設道路を整備することにより、津波等の災
害時等における、高台住民の孤立の解消を図る。
●歩道の整備により、通勤、通学路としての利便性、安全性の
向上を図る。
●適切な道路幅員での整備により、冬期における安全で円滑な
道路交通の確保を図る。

事 業 概 要

　見晴通は、北8条通を経由して国道231号と国道233号を結ぶ延長2.8ｋ
ｍの幹線街路であるが、現道は狭小であり、さらに見晴町を過ぎ、千鳥町に
至る約1.3kmについては交通不能区間となっている。
　本事業は、道路拡幅・歩道の整備及び交通不能区間に道路を新設するもの
である。

工 事 費 内 訳

道路網や都市内交通環境の充実など、住民の暮らしに欠か
せない地域交通の安定的な確保

関連する指標 -

（単位：百万円）

評価年度 完了予定
経
過
年
数

当該年度事業費 累積事業費(b)

H34
2,785

道負担額
事

業

経

過

総合計画での
位置付け

施策名 道路交通ネットワークの形成 総合計画：大項目 人・地域

総合計画：中項目 持続可能な社会・経済を支える社会資本の整備 総合計画：小項目 連携と交流を支える総合的な交通ネットワークの形成

施策目標

建設部まちづくり局都市環境課長　沼上　仁
担当係 街路計画係（内）29-569

（百万円） （百万円）

変更前

●高規格ICのアクセス向上
●救急搬送や通院の支援
●災害時の迂回距離の短縮
●冬期交通の走行性向上

189 191

変更後

1,489 2,610

（様式3）

2,735 1,823
事 業 費 4,558 百万円 負 担 割 合

60% 40%

令和２年度（2020年度）公共事業再評価調書 基準年月日 令和２年８月１日

調 書 番 号 08-24 所 管 部 建設部
作成責任者

Ⅰ　基本事項（基準日時点）

事 業 種 別 都市計画街路事業費（社会資本整備総合交付金） 地区名 3･4･18見晴
みはらし

通
どおり

事 業 名 事 業 主 体 事 業 期 間 事業費（百万円）

市町村名 留萌市

市町村 その他

施工（工種）区分 工 事 内 容 進捗状況 事業費（百万円）

1,107 1,757

1,823

【事業費】　　地盤線の変更及び法面勾配の変更に伴う土工量の増加、支持層位置変更に伴う擁壁工法の変更、
地すべり対策範囲の変更、補償物件移転工法の変更、資材及び労務単価の上昇や消費税率の変更。

【事業期間】　軟弱地盤対策や用地取得に時間を要し延伸

１．事業採択に至る
　経過と背景

●当路線は、留萌市都市計画マスタープランでは、都市間交通の機能強化や中心市街地へのスムーズな誘導を図るため、国道231 号、232 号
及び233 号、都市計画道路「見晴通」を主要幹線道路と位置づけている。
●当地域の留萌南部は高台に位置しており、留萌市中心部との行き来は勾配のきつい坂道に交通が集中しており、交通の円滑化が求められてい
る。
●歩車道が狭小な箇所も多く、特に冬期間は堆雪でさらに狭小な道路を利用しており危険な状態となっている。

２．事業検討の手続
（住民ﾆｰｽﾞの把握等）

●平成6年度：道道浜中元川線に昇格
●平成22年度：留萌市商工会議所より整備要望
●平成23年度：地元町内会（萌晴・自由ヶ丘・平和台）から整備要望
●平成27年度：通学路の緊急合同点検結果により要対策箇所に位置付け

３．事業効果を及ぼす
　地域・対象

●広域ネットワークを構成する深川留萌自動車道留萌ＩＣ（令和２年３月開通）、公的施設、及び医療施設などへのアクセスの効率化
●交通不能区間に新設道路を整備することにより、災害時等における、高台住民（平和台、見晴町）の孤立の解消
●歩道の整備により、通勤、通学路としての利便性、安全性の向上
●適切な道路幅員での整備により、冬期における安全で円滑な道路交通の確保

変更理由・内容

Ⅲ　事業採択前の状況

1.22

項 目 R2現在

Ⅳ　事業の実施状況

１．進捗状況

・用地補償に時間を要していたが、今後は概ね計画どおりに進捗が図れる見込みである。

ｂ
ａ：概ね予定どおり実施している。
ｂ：事業計画（期間）等を変更し実施する。
ｃ：問題が生じ、実施に支障をきたしている。

道路工 L=2.8km,W=16.0m

合計（Ｂ） 4,981 合計（Ｃ） 4,080

　事前評価年度　　：H26年度
　事前評価時Ｂ／Ｃ：1.40
　本工事費、用地補償費、測量設計費の変更により事業費が増加したため。

２．事業効果

経済効果の内訳（百万円） 費用の内訳（百万円） Ｂ／Ｃ

３．コスト縮減
　などの取組

縮減額（百万円）

資源循環の促進 再生アスファルト合材を使用することによるコスト縮減 20

備 考

R2現在 ○「費用便益マニュアル(国
土交通省H３0年)」に基づき
算出
○効果及び費用は、「整備期
間+完了後50年間」で算出
し、令和2年に現在価値化し
た値
○費用は、現在価値化及び
50年間の維持管理費の計上
により総事業費と異なる。

土工・路盤工L=2.5㎞

道路設計・地すべり解析 環境調査

ｎ＝19件

土工L=0.3㎞

ｎ＝84件

【現況】延長L=1.5km 幅員5.3～12.0m

【計画】延長L=2.8km 幅員W=16.0m(12.0m)

道路工

用地補償費　１式（70,600m2→84,000m2）

測量設計費　１式

計 2,785 4,558

062724
長方形



（１）環境上の配慮及び課題

（２）事業推進に対する住民の動向

（３）その他の課題

補足資料
Ⅶ　事業計画変更　                                                  

再評価

H29

(2017)

H29

(2017)

２．その他の取組
　事項

（単位：百万円）

事

業

期

間

事業採択 着手 変更年度 完了予定 進捗率(b)/(a)

事前評価
又は当初

変更⑨

H28 H29

変更①

変更理由・内容

変更①：事業費の変更
　　　　　現地実測調査の結果、当初想定していた地盤線と異なり、土工量が大幅に増えた。また、地質調査の結果、切土法面の安定勾配が変更と
なった。

変更②：事業費の変更
　　　　　地質調査結果より、当初想定していた支持層が深く、当初想定していた擁壁の工法が変更となった。
　　　　　地すべり解析の結果、当初想定していた対策位置が変更となり、対策範囲が広くなった。
　　　　　過年度から行っていた、補償家屋の詳細調査の結果、当初想定から移転工法の変更等が生じ、令和2年度に用地補償費が確定した。
　　　　　資材及び労務単価の上昇や消費税率の変更。
　　　　事業期間の延伸
　　　　　軟弱地盤対策や用地取得に時間を要し延伸する。

4変更⑩

変更⑦

変更⑧

変更⑥

変更⑤

変更④

変更③

(2020) (2024)
変更② 1回目

R2 R6

(2022)

H29 H34

H34
2,785 1,114

3,485 1,394経

過

年

数

事

業

費

総事業費(a) 道負担額 当該年度事業費 累積事業費(b)

4,558 1,823 654 1,595 35%

左記以外の変更

有 無

Ⅵ　備　　考

１．評価履歴

事前評価：平成２６年度実施　　評価結果：要望を行うことは妥当　Ｂ／Ｃ：１．４０

４．対処方針

事業の必要性に変化はなく、自治体からの早期完成要望が強く、事業達成が十分に見込まれることから、事業継続する。

ａ ａ：継続　　ｂ：終了　　ｃ：休止　　ｄ：中止

事業期間の変更の有無 有 事業費の変更の有無 有 事業内容変更の有無
目的・規模等に係る変更

(2017) (2022)

(2016) (2017)

２．事業を推進する
　上での課題

●事前の環境調査で確認された希少種について移植を実施している。
●工事実施にあたっては、排出ガス対策の機械または低音・低振動対策型機械の使用や、工事による家屋への影響調査を実施する。

毎年、留萌市や留萌地域総合開発期成会から整備促進の要望を受けている。

特になし

３．事業達成の
　見込み

用地補償や軟弱地盤対策に時間を要し工期を延伸しているが、既に本工事に着手しており、今後は概ね計画どおり進捗する予定である。

ａ
ａ：現時点では事業の進捗に影響する課題はなく、達成が見込まれる。

ｂ：課題はあるものの達成は可能である。

ｃ：大きな課題があり達成には相当の困難が予想される。

Ⅴ　評　　価

１．必要性

　令和2年3月に留萌ICまで高規格道路が整備され、留萌ICへのアクセスの向上、また、H28年度「留萌市通学路交通安全プログラム」で対策
箇所に位置付けれている。このことから、高速ネットワークを利用した地域間の連携強化、地域の安全性の向上の観点から重要性に変わりはな
く、当該事業の必要性に変化はない。

ａ
　ａ：事業の必要性に変化はなく予定どおり事業を推進する。　　　ｂ：着工後の状況変化により事業計画の変更が必要である。

　ｃ：着工後の状況変化により事業推進の是非を判断する必要がある。



事　業　概　要　図

事業名 地区名

事業地区位置図

都市計画街路事業費
（社会資本整備総合交付金）

3･4･18見晴通（留萌市）

【標準横断図】

留萌市

【整備前の状況】

歩道 歩道停車帯 停車帯車道
3.00×23.50 1.50 1.50 3.50

16.00

歩道路肩 路肩車道
3.00×21.25 3.501.25

12.00

【位置図】

起点側・終点側

住宅地区

山岳地区

（交通不能区間）

起点側

住宅地区
山岳地区

（交通不能区間）

終点側

住宅地区

浜中運動

公園
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